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研究概要
ワクチン・ウイルスベクター・腫瘍溶解性ウイルスなどの開発およびウイルスに関連する研究

全般において、ウイルス力価の正確な測定は必須である。これらの研究・開発に使用されるウイ
ルス力価測定法は、50％ Tissue Culture Infectious Dose Assay （TCID50） や Plaque 
Assay （PA） が主流である。TCID50 のプロトコールは平易で再現性が高いため頻用されてい
るが、半定量に近いウイルス力価測定方法であるためウイルス力価を正確に数値化するためには
計測反復数を増やす必要があり、反復数が増えることで測定にかかる労力・コスト・時間が大き
くなる点が課題となっている。定量的な測定手法であるPAはウイルス力価を正確に測定できる
が、感染細胞表面に寒天等のゲルを重層する必要があり煩雑で測定難易度が高い。ゲル状重層材
の代わりに使用される流体重層材は測定難易度が低くなるが、現段階では測定精度が低い点が問
題である。本研究では重層材として理想的な粘度特性を解明し、測定精度の高いPAを実現する
流体重層材を開発することで、現行より正確・簡便なウイルス定量法を確立する。


